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☎ ９７２－３８００

今年も残すところ、あとひと月となり、師走の慌ただしさを感じる頃となりました。

さて、今月は『絵本の世界を音楽に合わせ楽しもう！』をテーマに各クラスお遊戯会に

向け取り組んでいます。絵本や音楽に親しむことで温かな気持ちを育んだり、想像力が

豊かになると言われており、体で表現する喜びも感じてほしいと思います。

この季節は街中からクリスマスソングも流れ興味津々な子ども達。そこで今回は聞き

なれている「Hello How are you～♪」「ABC's Song」の英語の曲にも挑戦！かわいい振

り付きでの歌声もご覧いただけると思います。たくさんの人の前で披露する楽しさを経

験し、保護者の皆様と子ども達の成長を共に喜び合う場となればと願っています。

是非、暖かな拍手や言葉かけで盛り上げて下さいね。

また、お遊戯会の他にもクリスマス会や餅つき大会など楽しい事が盛りだくさんなの

で体調管理には気を付けていきましょう。

☆１２月２９日（土）～１月３日（木）

まで年末・年始休になります。

☆保育始めは１月４日（金）からです。

クリスマス会 餅つき大会

☆ １２月１５日（土）

１４時３０分～１６時３０分

☆ うるみん３階ホールにて（１４時受入れ）

☆ お遊戯会についてのお知らせ ☆

検尿回収



　

　　

　

　　　

　　

 

　　

　　

　　

（０才児） （１才児）

（２才児） （３才児）

（４才児）

☆年長としての自覚を持って行動し

仲間と協力し合って成し遂げようとする。

☆役になりきり、個々の個性が発揮できるように

する。
☆みんなと一緒に歌声や動きを合わせて表現する

事を楽しむ。

運動会が終わり新報幼児画コンクール、触れ合い

消防フェスタ、中部トリムマラソンと年長だけの行

事が盛り沢山でした。保護者の皆さんの協力や応援

の御かげで成果を上げる事が出来ました。一つひと

つの行事を通して子ども達の成長を感じられ少しづ

つですが頑張ることも出来るらいおん組になってき

ているように思います。

今月は、最後の三大行事、お遊戯会が控えていま

す。オープニングから始まり、遊戯、劇遊び、和太

鼓と練習に取り組み、多種多様に見どころ満載！

最高なお遊戯会にしていくために皆で協力し成し遂

げたいと思います。一人一人の一生懸命な姿どうぞ

応援宜しくお願いします。

お遊戯会に向けて何をしようかと悩んでいたの

ですが、園庭で遊ぶ度に滑り台の丸太の階段を橋

に見立てて、三匹のやぎのがらがらどんごっこを

している子ども達。これはもう決定でしょう！！

早速、「３匹のやぎのがらがらどん」の練習を

始めると子ども達自身で、振り付けまで決めてい

たので、その振り付けを優先に取り入れました☆

表現の仕方は違うけれどそこが可愛いですよね。

ぱんだ組さんらしいオペレッタになっているので

はないかと思います。

今月は行事も満載！体調管理に気をつけて楽しん

で参加できるようにしていきましょう！

☆一緒に遊んだり踊ったりしながら子ども達

同士が関わりを広げる

楽しみがたくさんのこの季節。。。

また、一人一人が自分のペースで大きく、たくま

しく成長してきた一年を振り返るこの頃です。最

近は、片言ジェスチャーでの子ども同士のやりと

りも見られてその様子がとても微笑ましく癒され

る先生達です。

今月は、初舞台のお遊戯会があります。

ひよこ組さんならではの可愛い仕草や表情をお

見逃しなく！また、急に冷え込んだりと冬に向

かっていくので体調面も整えて楽しく過ごしてい

けるよう保護者の皆さんもご協力宜しくお願い致

します。

☆みんなで体を動かして表現する事を楽しむ。

早いもので、今年ももうすぐ終わりますね。

肌寒くなってきたこの季節も、子ども達とたくさん

体を動かして楽しんでいきたいと思います。

さて、今月は子ども達が楽しみにしているお遊

戯会があります。歌をうたったり、踊ることが大好き

りす組さん。練習の時も大ハリキリで最近ではみん

と一緒に同じ動きを楽しんでます。おおかみさんの

曲を流すとペアのお友達を探して手を繋いで踊る

こと、表現する事が出来るようになってきています

よ。本番ではみんなが自信に満ちあふれ、キラキラ

輝く姿が発揮できるように練習も楽しんでいきたい

と思います。
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うさぎ組さんは、お遊戯会では「グリーンマン

トのピーマンマン」をします。絵本の読み聞かせ

の途中で歌いだしたりとみんなで楽しんでいる姿

が・・。

歌う事が大好き！踊ることももっと好き！というお

友達がたくさん。１才児の時からエプロンシアーな

どでも聞きなれていたので自然と盛り上がってい

ました。今ではやりたい役に手をあげたりお互い

で振りを見せ合ったりしています。大勢の前で表

現する喜び、みんなと一緒に出来る事を楽しませ、

自信につなげていきたいと思います。
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絵本だより
１２月に入り、日中は陽が入り暖かい日もあれば、冷たい北風が吹いて肌寒い季節になってきましたね～！

今年度のお遊戯会のテーマが『絵本の世界を音楽に合わせて楽しもう‼』です。各クラスが絵本の読み聞かせで親し
んでいる物語の中から、子ども達と一緒に選んだ1冊！それぞれの配役になりきり、体で表現する楽しさを味わいな
がら、日々練習に取り組んでいますよ！お部屋から保育士の読み聞かせと賑やかな音楽と共に子ども達の元気
いっぱいの歌声が聞こえてきます。その他にもこの季節に合った絵本の紹介もしていきたいと思いま～す。

「だるまさんシリーズ」
だるまさんが1文字ごとに左右に揺れてい

る絵が描かれています。「だ・る・ま・さ・

ん・が」と書かれたページをめくると「ど

てっ」と転んだり、「ぷしゅー」とだるまさ

んがつぶれてしまいます。

シンプルでリズム感のある言葉の繰り返し

が、赤ちゃんは大好きです絵本のだるまさん

と同じように、「だ・る・ま・さ・ん・が」

で、赤ちゃんと一緒に左右に揺れたり、ペー

ジをめくって、赤ちゃんと一緒に転ぶ真似を

したり、つぶれる真似をしたり、ただ、読ん

であげるだけではなく、そんな親子のコミュ

ニケーションが赤ちゃんを喜ばせます。

最後のページは、だるまさんが「にこっ」。

きっと、赤ちゃんも一緒に笑ってくれますよ。

「おおかみさん」
もりのこみち さんぽにいこう
おおかみなんか こわくないよ
おおかみなんか こわくないよ
おおかみさん、おおかみさん
（おおかみさんのせりふ）
「ああ、いま起きたところだよ」
「いま、シャツをきているところだよ」
「いま、ズボンをはいているところだよ」
「いま、上衣をきているところだよ」
「いま、靴をはいているところだよ」
「いま、帽子をかぶっているところだよ」
「さあ、人間を食べに出かけよう」

子どもたちに人気のない野菜ピーマ

ンは、とっても泣き虫。でも、あのくさ

くて、にがい味にはピーマンパワーが

あったのです。はらいたバイキンもの

どいたバイキンも逃げ出しました。子

どもたちのヒーロー、ピーマンマンの

誕生です！

「グリーンマントのピーマンマン」
「がらがらどん」という名前の小・中・大3匹の

山羊が太りたくなって、草を求めて山（丘）を目

指す。途中にかかる橋の下には醜いトロールが

いて、大声で「おまえを飲み込んでやる」と威嚇

する。先に来た小さな山羊は「後から大きな山

羊が来るから」と言ってトロールに見逃してもら

い橋を渡る。続いて来た中くらいの山羊も同じよ

うに言って橋を渡る。

しかし最後に来た大きな山羊は恫喝するト

ロールに立ち向かい、やっつける。無事に山へ

行った山羊たちは、丸々と太って帰って来た。

「３びきやぎとトロㇽ」

おじいさんが植えたかぶが、とてつもなく大
きく育ち、ひとりでは抜けません。そこで、おじ
いさんは、おばあさんを呼んできて、一緒に
引っ張ります。それでも、かぶは抜けません。
おばあさんは、孫を呼んできますが、かぶは
抜けず、孫は犬を、犬は猫を、猫はねずみを
呼んできて一緒に引っ張ると、ようやくかぶは
抜けました。

なかなか抜けないかぶを、動物まで一緒に
なって引っ張るのが面白いらしく、犬が出てき
た時点で子供は大笑いです。かぶを引っ張る
たびにリズミカルな「うんとこしょ どっこい
しょ」というフレーズが、繰り返され、子供はそ
こで一緒になって声をかけてくれます。

みんなでかぶを抜くだけ、という単純な物語
ですが、子供も一緒になって参加しているよう
な気持ちになるのでしょう。

「おおきなかぶ」


